
        

         

 

 

 

 

     

「 自分の居場所 」 

教頭 西岡真由美 

 ４月に赴任してきて、早半年が過ぎました。香川東部養護学校は初めての赴任でしたが、先生方は

もちろん、子どもたちも保護者の皆さんもとてもやさしく温かく接していただき、まだまだ慣れない

ことも多いですが、少しずつ緊張が解けていっています。 

 私には子どもが３人いて、男の子ばかり大・高・中学生になりました。よく言うことですが、同じ

ように育てたつもりなのに三者三様で、大学生の長男はいわゆる内弁慶で、外ではできるだけ目立た

ぬように、でも家の中では弟たちに幅をきかせてました。その長男は、小さい頃は私がパン好きなの

で、「パン屋さんになる！」と言っていましたが、大学生になった今は、絵を描くのが好きで美術学

科へ進み油絵を専攻、毎日作品制作と部活に明け暮れています。さて、将来は何になりたいのやら、

まだ決まっていないようです。次男は、いわゆる不思議ちゃんで、小１の頃から担任泣かせという

か、「お母さん、学校という場はですね～」と、懇談ではいつも注意を受けていました。（とても優

しく友だちも多いのですが・・・）そんな次男の将来の夢は、幼稚園の頃は「忍者」だったのです

が、高校生の今は、まだ迷い中のようです。末っ子の三男は、長男次男を見ていろいろ学んだのか、

そつなくこなしています。その三男は小さい頃から動物好きで、この秋に学校から行く職場体験も犬

の散髪屋さんで、将来は「動物園の飼育員」と、あこがれか現実的な夢なのかわからないようなこと

を言っています。三人とも、まだ何者になるのかなりたいのか分からない状態ですが、元気で、自分

が一生をかけてやり遂げられる仕事に就いてほしいと思っています。 

 個人的な話が長くなってしまいましたが、本校の子どもたちにも自分の居場所がある、やりがいの

ある仕事に就いてほしいなと思います。小学部のうちは、仕事と言ってもピンと来ないかもしれませ

んが、お父さんやお母さんの仕事の話や、買い物やお出かけのときに目にした働く人たちのことにつ

いて話をするのも良いかもしれません。中学部でも、まだまだ具体的な仕事のイメージは、保護者の

方々も持てないかなと思います。でも、いろいろな経験をすることが、将来の仕事につながっていく

と思います。高等部では、１年生は校内での作業週間があったり、２，３年生は実際の職場に実習に

行ったりします。目の前に、現実が迫ってきます。私は、前期の現場実習の際に、いくつかの実習先

を見せていただく機会があり、子どもたちが一生懸命汗を流しながら、現場の人たちの中で働く様子

を見ることができました。緊張しながらも必死に仕事をこなしていく姿に、単純にすごいなと感心し

ました。もちろん、まだまだ課題がたくさんあり、しなければならないことや学ばなければならない

こともたくさんあるのだとは思いますが、本当によく頑張っていると思いました。 

 ＡＩとかＩＴ化とか言われて久しく、日に日に進歩している世の中なので、１０年後２０年後に

は、どんな世の中になっているか、想像を遙かに超えたものになっているかもしれません。それで

も、子どもたちの周りにいるのは、一緒に仕事をしている人たちであり、仲間だと思います。この子

たちが実際に社会に出て仕事をするとき、誰かの役に立っている、必要とされているという実感の持

てる、自分の居場所がある、そんな職場であってほしいと思います。 
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小学部保護者進路研修会を、９月１３日（金）１０：５０～１１：３０に開催しました。 

この研修会は、毎年この時期に実施していて、中学部・高等

部での作業学習や進路に対する考え方、卒業後の福祉サービス

事業所の利用、就職などの進路選択に関しての情報を提供する

ことで、保護者の方が児童の自立や進路についての理解を深め

ることを目的にしています。 

中学部の合田主事からは、「中学部の教育について」として、

教育目標、年間行事、小学部の学級担任制から教科担任制に変

わることなどの説明がありました。また、小学部にはなかった

授業として作業学習があり、作業班の種類や平常の授業時数及

び作業週間について詳しく聞くことができました。 

高等部の中川進路指導主事からは、「高等部における進路指

導と卒業後の進路に関して」として、「高等部の進路指導のね

らい」を始め、進路に関する高等部 3年間の流れ、作業学習、

現場実習、各種事業所に関する事柄など小学部に在籍している

段階では接する機会が少ない貴重な情報を得ることができま

した。 

今回は、小学部全体から保護者１２名の参加があり、数年先の将来を見通して、今できることを一緒に考え

る機会になったのではと思います。 

小 学 部  

参加者の感想など    

・初めて参加しましたが、今までなんとなく周りから聞いていたことが、もう少し詳しく知れた

かと思います。これからも少しずつ知れたらと思います。 

・小３なのでまだ見通しがたたないが、実習しているところや進路状況が分かって良かった。 

・まだまだ作業学習などピンとこない部分もありますが、遠い話でないのでとても興味がありま

す。就労の区分もとても分かりやすかったです。 

・今後の進路に大変勉強になりました。 

・進路に関して、制度がどんどん変わっていくことに対して、不安を感じています。「アンテ

ナ」が大切なのは理解できるのですが、その「アンテナ」が何なのか・・・？ 

  →担当より「いろいろなアンテナがあると思いますが、例えば、学校の進路研修会や施設見

学に参加したり、保護者同士や福祉サービスを行う関係機関の方々とのネットワークから

情報を得たりして、進路について常に関心をもっておくことが大切だと思います。」 

・見たい授業と重なってしまい、最後の方しか参加できませんでしたが、良かったです。もう一

度聞きたいと思いました。 

・中学部、高等部の先生からお話を聞けて良かったです。 

・小学部から入った人は福祉就労の方が多いことが分かって、もう少し施設見学等の状況や情報

を収集していきたい。 

************************************************ 

小学部の保護者を対象とした進路研修会は、毎年、年１回実施しています。中学部、高等部、

卒業後の進路について情報を得られる機会でもあります。まだ参加されたことがない保護者の

みなさんも、ぜひ参加してみてください。 
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６月６日（木）オープンキャンパスの日に、中学部保護者進路研修会が開かれました。１５名の保護者が参

加され、「高等部における進路指導と卒業後の進路に関して」という内容で、本校の中川進路指導主事による

講話がありました。 

高等部の進路指導のねらいや、進路に関する学習として行っている「作業学習」「職業」「現場実習（産業現

場等における実習）」についての説明がありました。特に現場実習については、一般就労と福祉就労の各事業

所で生徒が実習を行う様子をそれぞれ紹介してくださり、保護者の方にとってもより具体的にイメージするこ

とができたのではないでしょうか。また、福祉事業所については見学可能ということで、いろいろな事業所を

見て、知っておくことが大切だということ、今年度改定された進路ガイドには、進路決定までの流れや進路に

関する情報が掲載されているので、是非確認してほしいというお話がありました。 

会終了後には、帰ったら進路ガイドを見直したいという声があがっていたり、進路について質問をされる方

がいたりと、それぞれが進路について考えるよい機会となりました。 

 

前期作業週間：６月３日（月）～７日（金） 

「園芸班」は、ぼかしつくりや野菜の収穫・販売、花苗のポット上げ、ポット洗い、草抜きなどに分担して取

り組みました。毎日作業を始める前に、園芸班全体の目標や個人目標を確認してから取り組むことで、だんだ

んと意識が高まり、ほとんどの生徒が目標を達成することができました。 

「紙加工班」は、牛乳パック切り・ラミネートはがし・ちぎり・ミキサーがけ・紙すき・脱水・プレス機がけ・ 

袋詰めといった様々な作業を分担して取り組むことができました。作業週間最終日には校内販売をし、がんば

って完成させた和紙製品を見てもらうことで今後のやる気につながりました。 

「手芸班」は、手縫いの刺し子の布巾、自動車や電車の図案を全面にミシン刺しゅうした足ふきマット、好き

なビーズを自分で選び、一粒ずつ針に通して作る約７０ｃｍの長さのメガネチェーン、羊毛を一本一本ほぐし

洗剤液と一緒に球状の容器に入れて作るフェルトボールの製品作りをしました。班員それぞれ自分の目標を意

識して毎日製品作りに取り組むことができました。 

「受注班」は、ペットボトルのふたの仕分け（汚れているものを取り除く）や電線の分解（切り開いた電線を

材質ごとに分別する）、ペットボトルの分別（ふたとラベルを取り除き、踏んでつぶす）などの作業に取り組

みました。各自目標を決め、技術面と態度面、どちらも大切にして、５日間作業をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 学 部  

受注班 

カッターを使って、電

線の端から端まで、切

り目を入れています。 

 

紙加工班 

牛乳パックを切るため

の線を、ペンで真っ直

ぐ引いています。 

園芸班 

家庭用のスポンジ

で、ポット洗いを

しています。 

 

 

手芸班 

電車のパンタグラフの

部分を縫っているとこ

ろです。足ふきマット

を製作しています。 



 ＜ボールペンの組み立て＞   ＜袋折り＞  
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 高等部１年生は６月１７日（月）から６月２８日（金）までの２週間、校内で前期職業週間に取り組みま

した。午前中８０分間の作業を２こま、午後は８０分間の作業を１こまを設定し、３グループに分かれて作

業を行いました。集中して取り組むことや丁寧に取り組むこと、指示や伝達、注意を守ることを目標に、ボ

ールペンの組み立て・分解、受注作業（ボルトナットの組み立て、袋折り）、園芸作業（栽培管理）、陶芸作

業、リサイクル作業に取り組みました。 

ボールペンの組み立て・分解の作業は職業能力アセ

スメントとして実施しているので、今までの先輩が取

り組んできたデータの数値を目標にしたり、励みにし

ながら、自分の力を試すことができました。また、同

じ仕事を継続して取り組んだり、慣れない立ち仕事を

したりすることに最初は苦戦しましたが、日を追うご

とにスピードアップを図ることができ、最後まで頑張

ることができました。いろいろな作業を体験することで、自分の得意なことや苦手なことに気付くことがで

きました。課題を整理して、今後の学習場面や学校生活に生かしていきたいと思います。        

＜ボルトナットの組み立て＞        ＜園芸作業＞           ＜陶芸作業＞ 

 

 

＜２年生がお世話になった実習先＞ 

 

 

 

 

＜３年生がお世話になった実習先＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 等 部  

２、３年生の前期現場実習先 

 

東かがわ市役所福祉課、香川大学農学部附属農場、株式会社パック三樹、株式会社きむら長尾店、株式会社

さぬきベジファーム、社会福祉法人長尾福祉会 障害者支援施設のぞみ園（生活介護）、さぬき市障害者支援

施設 恵生ノ園（就労継続Ｂ型、生活介護） 

【一般企業】株式会社ジャパンモールド、株式会社 FUJIDAN、関西陸運株式会社、味の素冷凍食品(株)四国

工場、社会福祉法人瑞祥会ケアハウスサンパール白鳥、株式会社アイ・ディー・エムナーシングホームあす

か高松多肥、有限会社都島興業、株式会社よんでんプラス、エーコー精密株式会社、イオンリテール株式会

社イオン高松店 【就労継続支援 B 型事業所】株式会社オフィスユーピアハート、社会福祉法人ナザレの

村あじさいファーム、社会福祉法人銀河の会ミルキーウエイ、株式会社 AKTラ・コパン、 東ががわ市社会

福祉協議会さつき園、 社会福祉法人もえぎの会もえぎの里、NPO 法人東香川障害者自立支援センター、社

会福祉法人ウルカ福祉会支援センタードリーム、三木町社会福祉協議会みきの家、社会福祉法人朝日園朝

日平成園、特定非営利活動法人ほのぼのワークハウス、一般社団法人せんりの杜せんり、一般社団法人緑の

里、特定非営利活動法人アイルコート コンサフォス 【生活介護事業所】社会福祉法人祐正福祉会真清水

荘、社会福祉法人創思苑パンジーＶ、社会福祉法人朝日園すずらん、NPO法人東香川障害者自立支援センタ

ー、特定非営利活動法人ほっと支援キラキラ、特定非営利活動法人なないろ 

１年生 前期職業週間 
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☆ ＴＹさん（平成２８年度卒業生） 

進路先 

・社会福祉法人津田福祉会 老人保健施設さわやか荘  

勤務時間や日数、休日 

・８：３０～１７：３０の８時間勤務（途中１時間の休憩） 

・休日は木曜日と日曜日、シフト制 

通勤方法や時間 

・自転車通勤、通勤時間は自宅から約１５分 

主な業務内容 

・居室、トイレ、フロア、外回り等の清掃、施設内の廃棄物の回収 

今の本人の気持ち 

・任されている仕事を頑張っています。利用者さんや職員の方と話をするのが楽しいです。職員旅行に 

行って仲良くなれて良かったです。利用者さんから「ありがとう」と言ってもらえることが嬉しくて、 

やりがいになっています。困ったことや分からないことがあれば、すぐに職員の方に相談するように 

しています。失敗したことは、床の水拭きで水を残してしまい、お客さんが滑ってしまったことです。 

それからは特に気をつけています。 

休日の過ごし方 

・疲れている時は家でのんびりしています。映画を観に行ったり友達と遊んだりすることもあります。 

職場の方の声 

・真面目に清掃をしてくれています。何かあれば必ず本人から相談があるので大きな問題は起きていま 

せん。業務日誌のＰＣ入力も慣れてきて一人でしています。まだ指示が必要なことが多いですが、指 

示がなくてもできることも増えてきています。定年まで働いてもらいたいと考えていますので、年齢 

を重ねても周りに認められ必要とされる存在でいてほしいと思っています。（副施設長 A様） 

 

☆ ＯＹさん（平成３０年度卒業生） 

進路先 

・特定非営利活動法人アイルコート コンサフォス（生活介護）  

在所時間や日数、通所方法 

・月～金曜日の１０時～１６時の利用、事業所の車での送迎 

主な日中活動の内容 

・午前中は、お菓子の袋詰めの作業をしています。決まった位置にお菓子を並べる役割を担当していま 

す。実際にお店で売られる商品ですので、真剣に取り組んでいます。 

・午後は、創作活動や音楽活動をしています。貼り絵が得意です。事業所の行事があれば参加していま 

す。今年の夏は、プールで泳いだり、夏祭りに行ったりしました。 

最近のマイブーム 

・音楽を聞いてダンスをするのが一番の楽しみです。DA PUMPの「USA」は完全コピーで踊れるそうで 

す。「崖の上のポニョ」の絵本にはまっていて、愛読しています。 

  職場の方の声 

   ・気持ちが優しいのでみんなから好かれています。時々ふざけて叱られることもありますが、笑顔で元 

    気に活動しています。お昼の給食が大好きなのですが、食べ過ぎには注意ですね。（指導員 K様） 

   


